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両側黒質破壊がラ ッ ト辺 縁 系発作に及ぼす

影響に つ い て
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　 ［日的］ こ れ ま で に脳梁だけが欠損 して い るマ ウ ス を見

出 し ， 形態学的 ・電気生理学的検討を行っ て きた。最近 ，

脳梁 の 欠損に加えて ， 背側海馬交逃 ， 前交連も欠損 して い

るマ ウス を見出 した。

　そ こで ， これ らの マ ウス に キン ドリン グを施行 し， 脳梁

を中心とした前脳交連の 役割を検討したの で報告する 。

　 ［方法］実験に は2〔｝−25gの ddN 系マ ウス 55匹 ｛脳梁正常

群 （A 群） ：N＝ 11， 脳梁部分欠損群 （B 群） ：N＝ 10
， 脳梁

完全欠損群 （C 群） ：N＝ 11
， 脳梁完全欠損＋背側海馬交連

部分欠損群 （D 群） ：N＝ 8 ， 脳梁完全欠損 ＋ 背側海馬交連

完全欠損群 （E 群） ：N＝ 8 ， 脳梁完全欠損 十 背Olil海馬交連

完全欠攅 ＋ 泌交連完全欠損群 （F 群） ：N＝7｝を用 い た。

定位的 に左 背側海馬 に電 極 を刺入 し，
200μ A ， 5011z， 矩形

波で 1 日 1秒間刺激を行っ た。田 キ ン ドリン グ完成 に要 し

た 日数 ，
　（2）刺激刪， 刺激反対側の皮質 ， 海馬 の AD 持続時

間 ， 13溌 作症状 （け い れ ん の 左右対称性等）にっ い て検討

した 。 また ， 両側皮質 〔前頭部 ， 側頭部）に電極を 刺入 し，

キ ン ドリン グ開始前の 基礎律動 ， キ ン ドリン グ完成後の 基

礎律動 と AD を記録し ，
　 signal 　pr   essor （MEIi−Sanei，7T−

17）を用 い ， 相関係数か ら両側半球 の 1司期性を検討 した。

　 ［結果 と 結論］ B
，
C

，
　 D

，
　 E

，
　 F 群は い ずれも A 群に

比 し ， ま たC 群は B 群に比 し ， 有意 に   キン ドリン グ形成

の 促 i焦，  刺激反 対 畑の 海馬 ， 皮質AD の 短 縮 ，   左右半

球脳波の 相関係数の低値を示 した。D
，
　 E ，

　 F 群は C 群に

比 し， 有意 の 刺激反対側の海馬 ， 皮質AD の短縮がみ られ

たが， キ ン ドリ ング形成，左 右 半 球脳 波の 相関係数 に っ い

ては有意差がなかっ た p 発作症状で は ， 左右非対称性けい

れ ん は 6 匹 （C 群），
5 匹 （D 群），

6 匹 （E 群） ， 7 匹

（F 群）にみ られ ， A ，
　 B 群 にはみられな か っ た。

　以上 の 事実よ り ， 脳波 の 同期化 ， キン ドリン グ形成にっ

い て は ， 海馬交運 ， 前交連 の 関与 を否定で きな い が ， 脳梁

の 重要性が本研究におい ても再度示唆 された。対側へ の 発

作 の 進展 に は ， 脳梁 を含めた前脳交連 が重要な働き を持っ

と推定された。

　 〈は じめ に 〉黒 質 （SN ）が て ん か ん に 及ぼす 影

響 に つ い て の 多 く の 研究 が 報告 さ れ て い る 。 しか

し 、 電気 凝 固 や カ イ ニ ン 酸 （KA 》 に よ る 両側黒質

破壊 に お け る て ん か ん の 影響 を 検討 し た も の で は

lesionが 大 きす ぎた り 、 ま た KA に よ る も の で は 興 奮

性 が 強 い た め 他 の 部位 へ の 影響 も無視す る こ と は で

きな い 。今回 、我 々 の 用 い た イ ボ テ ン 酸 （IBO ）

は 、 神経変性作用 は 強 い が 興奮性 は 少な く、脳深部

に 限 局 し た 破壊巣を 作成 す る の に 適 し た 物質 で あ

る 。 こ の IBO を 両 側 SN に 注 入 し、　 SN の 両 側 の 破 壊

が 一
側扁 桃 核 に KA を注 入 して 作製 した 辺 縁系発作

に 及 ぼ す 影響 に つ い て 検 討 し た 。

〈方法 〉実験 に は 14匹 の Wistar系 ラ ッ ト （280〜

320g） を 用 い た 。定 位的 に 双 極電極 を 左 扁 桃核と左

背 側海 馬 に 、ま た KA 投与 の た め の ガ イ ドカ ニ ユー

ラ を左扁 桃核に 刺入 した 。 両側 SN に IBO （2μgを

1μ 1の phosphete　 buffer で 溶解 ）を 注 入 した 。
コ ン

ト 卩
一ル 群 と し て は 、 リ ン 酸緩衝 液 を 注 入 し た 。術

後8日 以 上 経 っ て か ら、左 扁桃核 に KA （0 ．8μ g／

0．4μ D を 注 入 し 、 脳 波及 び 臨床所 見 を 観察 し比 較

検討 し た 。

＜結果 ＞ 1 ．皮質 へ の ス パ イ ク の 出 現 が コ ン ト ロ
ー

ル 群 と 比 較 して 有意 に 早期 に み ら れ た 。

2 ．SN 破壊群 の 全 て に お い て rearing 　and 　falling

が 150分 以 内 に み ら れ た が 、コ ン ト ロ
ール 群 で は 1例

もみ ら れ な か っ た Q

〈考察 〉両側 SN を rBO で 破 壊す る こ とに よ りKA を

一
側扁桃 核に 注 入 す る 辺縁 系発作 の 全汎化 が 促進 さ

れ た 。 こ の こ と よ り SN が て ん か ん の 辺縁系発作 の

二 次性 全 汎化 に お い て は 抑制的 に 作 用 し て い る と 考

え ら れ た 。
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